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◆中学生以降の音楽歴は 『日本フォー

ク私的大全』 に書かれていますが、 それ

以前はどんな音楽を聴いていたのですか

　それ以前は音楽に全然興味持ってな

いですね。 全く普通の子供と同じでした。

自分の中で音楽が好きだって思ったの

は、 「ベンチャーズ」 で中学校くらいだか

ら、 それまではただボーッと聴いていただ

けです。 レコードなんかもヒーローものの

主題歌とかそんなものですからね。

◆現在の音楽活動について

　ライヴはずっとやってますよ。 （毎月最

終土曜日の東京 ・ 吉祥寺マンダラ 2 のラ

イブ ・ コンサートは 25 年以上も続いてい

る）　CDも去年出しました。（タイトルは『裏

技』 － P7参照）

◆ライヴで昔の曲も演奏されるんですか

　うん、 やりますよ。 でも、 そのままやる

とただ懐かしいになっちゃうから、 今の解

釈でやるようにしてます。

◆デビュー ・アルバム 『万年床』

　いろいろ影響も受けましたけど、 カント

リーっぽいのが好きだったから、 カント

リー ・ テイストでやりたいなっていうだけ

で、純然たるものは別に無かったですね。

とにかく 30 年前ですからね。 自分で今聴

くことも全く無いし、 今現在進行形でやっ

ているから 「あれはもう終わっちゃったこ

とだよ」 ってなっちゃうんだよね。 しかも、

あれデモテープが入っちゃってんですよ。

ダメならダメでいいんですけど、デモ・テー

プ入れられちゃったらなあっていうね。

◆当時、 カントリーではどんなアーティス

トが好きだったんですか

　いろいろ聴きましたけど、 一番好きなの

は 「ハンク ・ウィリアムス」 でしょうね。

◆ 「フォーク」 か 「カントリー」 か

　こっちは一貫してやってて、ただ唄を歌っ

ているってだけですからね。 カントリーぽ

かったりして、 ジャンルはないとは言いま

せんけど、 そういうジャンル分けは聴き手

が勝手に思うことだからね。

◆なぎらさんにとってフォークとは

　自分たちの手による音楽って感じかな

あ。作詞家が机上で嘘を作っているんじゃ

なくて、 本物の若者の声だっていうのが

フォークだと思いますけどね…当時はね。

◆最近のフォークっぽい音楽でいいな

あっていうものはありますか

　全くない。 アコースティック ・ ギターでや

ればフォークって思われるかもしれないけ

ど、 精神的に全く違います。 まるで歌謡

曲だよね。

◆フォーク ・シンガーとしての夢

　いろいろやってみたいことはあるんです

けども、 やっぱり姿勢は同じだからずっと

変わらないんじゃないかな。 雰囲気が似

てる昔の演歌とかね。 今の演歌じゃない

ですよ。 この間のアルバム （『裏技』） に

も何曲か入れたんですけど、 ああいうも

のを発掘してやりたいですね。

◆最近聴いている音楽は

　今のカントリーか、 あるいは、 50’s、
60’s のオールディーズかなあ。

◆なぎらさんにとってロックとは

　フォーク一辺倒だったから、 何ていうこ

となかったね。 あんなもの聴いたらダメに

なっちゃうっていうのがあったから。 先輩

にも言われていたし、 商業ベースに走っ
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万年床 / なぎらけんいち参上
なぎらけんいち
（ビクターエンタテイメント ： VICL-61809）
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なぎらけんいち
（エイベックス ： IOCD-40082）
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街の風になって
なぎらけんいち
（エイベックス ： IOCD-40027）

～生粋のミュージシャン、 なぎら健壱の肖像～
　

　『タモリ倶楽部』 『出没！アド街ック天国』 『虎の門蘊蓄王』 等をはじめ、

ちょっぴりオトボケ風の独特のキャラクターと共に、 お茶の間ではその多

趣味ぶりと “東京 ・下町案内人 ”的な一面を魅せてくれているなぎらさん。

　筆者の世代では、 『ひらけ！ポンキッキ』 で大ヒットした 「およげ！たいやき

くん」 とカップリングの 「いっぽんでもニンジン」 を歌った人。 もっと若い世代

には、1970 年伝説の 『中津川フォーク・ジャンボリー』 に 「怪盗ゴールデンバッ

ト」 で飛び入り参加したことがデビューのきっかけとなり、 現在も歌い続ける

偉大なるフォークシンガーであることさえ知らない人たちも多いだろう。 そんな

人たちにも、 なぎらさんのミュージシャンの顔を知ってもらえれば最高だ。

（2006年 10月 27日　“ 珈琲舎バン ”にて）　　　　　　取材 & 文 ：加瀬正之 写真提供 ：有限会社ブルックス ・ コミュニケーションズ
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ているやつなんか、 とてもじゃないけど

聴けないって。 恋愛の歌なんか歌ってど

うするんだっていう反骨精神みたいのが

あったから聴かなかったの （笑）。

◆はっぴいえんど

　「はっぴいえんど」 は興味なかった。 あ

んなの面白くもなんともねえ。 うん、 俺は

嫌いだもん。 今は評価できるんですけど

も、 せっかくあれだけの音を持っていなが

ら、 詞も全然切り込んでこなかったから。

“ ですます調 ” の詞って大嫌いだから私。

だから、 自分の中に戸惑いがあったんで

すよ。 ロックでもないフォークでもないし、

何なんだかなあっていう。 別に聴かなくて

もいいやあって感じだったのかなあ。 ズ

バリ、 「フォーク」 って言ってくれれば、

聴いたと思うんですよ。 「ロック」 って言っ

ても聴いたかもしれない。 どっちつかず

で自分の中で面白くねえなあって思った。

でも、 それをみんな言えないんだよ。 怖

がっちゃうんだよね。 それを否定する自

分をダメみたいに思っちゃうんだけど、 否

定することは否定しますから、 オレ。 そう

しなきゃいけないと思っているんですよ。

だから私はダメですね。

◆エルビス ・プレスリー

　聴きましたけれど、 全盛の頃は聴いて

ないですね。 ずっと上の世代でしたから。

「ああ、 こんなのあるんだ」 って言うくら

いですね。

◆ビートルズ

　フラワームーブメントあたりから解散す

る頃までは聴くようになったんですけど、

リアルタイムでは全然聴かなかったです

ね。 もしのめり込んだらそっちに行ってま

すよ。 普通の若者と同じ程度に聴いてい

るだけで、「いいなあ、かっこいいなあ」 っ

ていう風にも思わなかった。 あくまでも自

分はフォークでしたから。

◆ボブ ・ディラン

　「ボブ ・ ディラン」 は聴きましたよ。 「ボ

ブ ・ ディラン」 の師匠の 「ウディ ・ ガス

リー」とか「ランブリング・ジャック・エリオッ

ト」 とか、 その辺はもの凄い影響受けま

して、 自分の音もそういう風に作りたかっ

たし、 やっぱりそういう音が好きだったん

ですよ。バックボーンはフォークだって思っ

てますからね、 自分で。 単なるカントリー

じゃないって当時は思ってましたから。

◆キャロル

　私 「キャロル」 好きだったんですよ。 自

分のジャンルとは関係なく、 ただ 「あー、

男っぽいなあ」 って感じで好きだったんで

すね。 当時はよくコンサートに顔を出して

いたし、 打ち上げで一緒になったり。 後

の 「キャロル」 は凄かったけど、 最初

の頃はフォーク ・ ブームに便乗しようって

フォークの連中とよく一緒にやっていたん

ですよ。 そういう時代でしたね。 （「キャロ

ル」 デビュー直後の 1972年 12月 31日、

「はっぴいえんど」 が解散したコンサート

『祭 1972 暮 ・ さらば歌達よ』 の前座に登

場する 「キャロル」 になぎらさんが酒を

差し出す～『日本フォーク私的大全』より）

◆日比谷野音で行われた伝説の 『キャ

ロル ・ ライヴ ・ ライヴ！』 にゲスト出演

　お互いに 「来い！」 「行くよ！」 ってそ

ういう感じじゃなくて、 あれはただ普通に

凄く好きだったからであって、 私がフォー

クやっていたからあそこにいるのが異端

に感じるのかもしれないけど、 当たり前

のように見に行っただけですよ。

◆今の矢沢さんと当時の永ちゃん

　最近は全く連絡も取り合ってないです

けど、 変わっていないんじゃないですか、

あの人は。 「矢沢さん」 っていうのは、

自分をデコレートする人なの。 そうしてデ

コレーションになった自分、 作り上げた自

分に攻めていく。 そういとこが凄いんです

よ、 あの人は。 それだから今も昔も変わ

らないんじゃないかな。

◆なぎらさんとジャズ

　ダンモ （＝モダン ・ ジャズ） が流行って

いる頃に、 ジャズ喫茶なんかへ面白がっ

て見に行ったり聴きに行ったりするわけで

すよ。 で、 真っ暗い中で、 とても本なん

か読めない状態で、 こうやって （目を本

に近づけて） いる奴がいるわけですよ。

「本当に読んでんのかよ」 って思ってね

（笑）。 ワッーって中に入ると、 （人差し指

で静かにの合図をしながら） 「シッー」 と

か言われてね。 「なんだこいつらは？」 っ

ていうそういう異常さが、 「ダメだ、 入って

いけないや」 っていう感じになっちゃった

んですよ。だから、聴くのは嫌いじゃなかっ

たんですけど、 好きにさせてくれなかった

んですよね。 レコードじゃわかんねえな

あって、 そういうとこへ行くと、 「やっぱり

入っちゃダメだ。 とっても居られねえやこ

んなところ」 っていうそっちの方が大きく

なっちゃう。 後になって、 「マイルス」 と

か聴いて 「ああ、 なるほどなあ、 快適な

音だなあ」 ってそういうのは感じるんです

けども、のめり込むことはしなかったのは、

あの時に遮断されたからなんですよね。

◆ジャズのライヴには行かれるんですか

　生演奏は行きません。 演奏しているや

つが （目を閉じて完全に） 自分に酔って

て、 「そんな音楽じゃねえなあ」 「それほ

どじゃないのによくそんな酔えるなあ」 っ

て思ったりして （笑）。 どうもね、 そこに

なんか違和感があんのね。 テクニック的

に上手いとかというより、 「面白くねえな

あこいつらの音楽」 ってね。 でも、 レコー

ド聴かせるところへは行きますね。 そうい

う所に行って聴くのは全然違和感ないし、

「ああ、いいなあ」 って思うんだけど、でも、

全くわかんないから 「マスター、 お薦め

のあるの？」 って聞いて、 「このピアノが

いい」 なんて言われて、 「ほおー」 なん

てその程度かなあ （笑）。 例えば、 「マイ

ルス」 の 『死刑台のエレベーター』 とか

聴いて、 「いいなあ」 って思ったりするん

ですよ。 「じゃあ、もっと聴かせてやろう」っ

て他のも聴かせくれるんだけど、「いや～、

こういうんじゃないんだけどなあ～」 って

…。 でも、しょうがないから 「いいねえ」 っ

て言うしかなくてね （笑）。 そういう感じ。

何て言うのかなあ、 無理やり押し付けてく
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中毒
なぎら健壱
（フォーライフ ： FLCF-3561）
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ウーピー ・ウォーター ・バンド　Vol.1
ウーピー ・ウォーター ・バンド
（シールズレコード ： SEAL-006）
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下町のこころ　～東京のこっち側～
なぎら健壱
（アンサンブル ： ENCM-2018）
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るんだよね。 「これ聴いてよ。凄いだろ」っ

て。でも「う～ん、凄いかな～」ってね（笑）。

スイングとかビッグバンドなんかアメリカ

の香りがあるから好きだし、 ジャズは嫌

いじゃないんですよね。 まあ、 かといって

そんな好きでもないけどね （笑）、 うん。

◆ジャズ ・ ミュージシャンとの共演

　「坂田さん（坂田明）」とか「山下さん（山

下洋輔）」 とかとは昔よく一緒に飲んでた

からね。 「なぎら、 お前ずっと D マイナー

弾いてろよ！」 って言われてフォーク ・ギ

ターでずっと弾いてるの。 それで、「ねえ、

坂田さん、D マイナーだけでいいの？」 っ

て言うと 「いいんだ、 この曲は！」 って

言われて、 「変な人たち」 って思ってね

（笑）。 飲み屋でずっと D マイナー弾きな

がら、 「よくわかんねえなあ」 って （笑）。

みんなが集まる所が一緒だったからね。

「ジャックの豆の木」 って所で。 ただの馬

鹿っ話の方が多かったですけどね。

◆下町を特集した雑誌に連載をされてい

ますね。

　あれも難しくてね。 “ 下町の定義 ” をみ

んな間違えちゃってるし、 ただ下町と呼べ

ばいいってことでやっちゃってるから、 そ

ういう風に考えると、“下町調 ”“下町風 ”

なんですよ、 私から言わせると。 でも、

確固たる下町っていうと今は無いし、 なぎ

らの中でも迷っちゃってるんじゃないかな

あ、 うーん。 だから、 北千住を下町って

言って 「何か一筆書いてくださいよ」 って

時に、 「俺、 何で下町じゃないところを下

町て言って書かなきゃいけないんだろう。

あれ宿場じゃないか」 って、 「そういう文

章なら書いてみせますよ」 と。 「なぎらと

もあろうものがこれ違うじゃないか」 って

言われることが凄く多いんですよ。だから、

先に否定しておかないと、 「下町じゃない

けど “下町風 ” って言わせてくれる？」っ

て。 それを肯定しちゃうと、 編集的につら

いとこがあるんですよね。

◆今の東京で下町の雰囲気が残っている

ところはありますか

　雰囲気残しているところは、 「浅草」 で

すよ。 それから 「月島」 ですよね。 あと、

まあちょっと狭いエリアだけど 「門前仲町」

…とかでしょうね。 本当は違うんですけど

もね。今は全部観光スポットみたいになっ

ちゃっているから。 一般の人に分かりや

すく言うんならそうかなあって感じかなあ。

◆お笑いについて

　やっぱり江戸前のお笑いが好きなのか

なあ。 上手いなあって思ったのは、 「志

ん朝」。 他にも 「小三治師匠」 とか 「談

志師匠」 とか、 たくさんいましたけども

ね。 最近のお笑いもテレビで見てますけ

ど、 いいのが出てきても直ぐやらなくなる

でしょう。 それでバラエティーに出てチャ

ラチャラやって、 自分の芸を殺しちゃよう

なことばかりやってて、 「もったいねえな

あ」 って思いますね。 その間に切磋琢磨

してやってればいいんだけども、 全然や

らないでしょ。 腕は落っこちゃって、 ただ

バラエティーだけ出てるっていうね。 上手

い人もいたんだけどね、 ダメですね。

◆カントリー＆ウェスタン出身 「いかりや

長介」 さん （ザ ・ ドリフターズ） との接点

　結構会ってましたよ。 カントリーのコン

サートなんかに現れてたんですよ。 そう

いう時に、 喋ったりしたんですけどね。 で

も、 もの凄い喋る人なんですよ、 あの人。

それで、 「なぎらのライヴ絶対行きたい

から教えてくれ」 って言うんだけど、 「絶

対、 この人ライヴ中にずっと喋るなあ」 と

思って言わなかったのよ （笑）。 外タレな

んかが来てパーティー形式のコンサート

会場にいると、 「ねえ、 なぎら君」 って喋

りぱなしなんだよね。 「俺、 聴いてるんだ

けど」 って （笑）。 だから外タレでこうな

んだから、 俺のライヴ呼んだら絶対ダメ

だなあって思って （笑）。 晩年は CM で

ベースなんか弾いてカッコ良かったけど

ね。 いかりやさんが演奏したとこを見たの

は一回か二回。 やっぱり、 大分離れてい

たし、 中途半端にやったら失敗するって

いうのが見えてたから、 極力避けてたみ

たい。 ああいう人だからやるんならキッチ

リやりたいっていうのがあるから、 下手な

ことしちゃって 「何だよ」 って言われるよ

りは、 やらない方がいいっていうのがあっ

たんじゃないかな。

◆ 『ひらけ！ポンキッキ』 で 「いっぽん

でもにんじん」 や 「ママのみぎてはまほ

うのて」 を歌うことになった経緯

　あれはただ歌唱参加しただけですよ。

それだけ。フォークシンガーは安く使えるっ

てこともあったんじゃないですかね。 だっ

て歌謡歌手の重鎮が 「うん」 とは言わな

いでしょ。 フォーク ・ シンガーとしての抵

抗はどこかにあったのかもしれないけど

も、仕事だっていう割り切りかなあ。 レコー

ディングはするけども、 別にステージで歌

うわけじゃないし、 自分の中で約束事って

いうのがあったんじゃないかなあ。

◆ミュージシャンとしての転機

　フォーク ・ ブームが去って、 見事に仕

事が無くなってくるんですよ。 それでライ

ヴハウスまわりやってても、 全く楽しくなく

なって、 おざなりにやっちゃって、 金稼ぐ

道具みたいになっちゃったんですね。 金

稼ぐ道具っていうのは、 ちょっと聞こえが

いいなあ…、 今日食うために歌っている

という感じがしたのかなあ。 自分でも楽し

いわけないじゃない。 楽しくない風にやる

と客は馬鹿じゃないからバレますよ。 そ

れで、 結局客が来なくなりますよね。 で

もそうでもしないと食えないんですよね。

先輩達には 「テレビに出るなよ！」 って

言われてるし、 それを頑なに守ってるわ

けじゃない。 でも、 1982年頃かなあ、 「も

うそんなこと言っていられない」 「そんな

馬鹿なこと守ってたら、 おまんまが食い

上げだなあ」 って思って、 テレビに出るよ

うになったんですよ。 それで、 そっちで食

いぶちはどうにかなってきて、 そうなった

時に歌うのが楽しくなってきたの。 お金の

心配が要らなくなってきたからね。 今日

のおまんま稼ぐために歌っているんじゃな

いから、 それは楽しいですよ。 お客さん

東京昭和 30年下町小僧
なぎら健壱　（筑摩書房）　
（ISBN4-480-02918-4 C0195 ￥798）
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東京酒場漂流記
なぎら健壱　（筑摩書房）
（ISBN4-480-03048-4 C0195 ￥756）
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日本フォーク私的大全
なぎら健壱　（筑摩書房）
（ISBN4-480-03446-3 C0195 ￥798）
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東京の江戸を遊ぶ
なぎら健壱　（筑摩書房）
（ISBN4-480-03595-8 C0195 ￥714）
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も楽しく聴いているのかなあっていうのと、

反対に自分の歌が見えてきたのかなあ。

◆それはちょうど 『2 年 B 組仙八先生』

に下宿の主人役で出演された頃ですね。

　その頃ですね。 俳優になろうとは思って

ないし、 やっぱりお金を稼ぐ手段だってい

う感じの方が強かったかなあ。 「自分を欲

してくれるんだから、 じゃあやってみよう

かなあ」 っていうことぐらいで、 あくまでも

バックボーンはフォークっていうのはあり

ますからね。

◆現在の趣味の写真

　今も写真撮ってまわってますよ。 だんだ

ん趣味じゃなくなっちゃたけどね。 やっぱ

り下町が多いですよ。 町と人ですね。 東

京には懐かしいような風景が転がってま

すし、 そういう人たちも歩いてますから。

自分が育ってきた風景に触れたいんで

しょうね。 去年も写真集 （『東京のこっち

がわ』） 出しましたし、今年ももうすぐ 『町

のうしろ姿』 っていう写真集が出ます。

◆ミュージシャンとしての夢 ・野望は

　もうそこに突き進もうっていう時代は終

わっちゃったんですよね。 だから 「何を

やろう」 「よーし、 今度はこういうことし

てみよう」 っていう、 そういう大きな野望

みたいなものは無くなっちゃったんですよ

ね。 でも、 ちっちゃいのはポロポロ出てく

るんですよ。 そういうものが出てきた時に

それを捕まえるのが夢かなあって思って

ますよね。

■スケジュール情報 （「下町キッズ」 なぎら健壱のページより）
http://hot-milk.fuyu.gs/nagira/cgi-bin/schedule.cgi　をご覧下さい。

■コンサート ・ ライヴ ・ イベント情報
出演 ・ なぎら健壱＆オウンリスク （時々ゲストあり）
（年内は） 11 月 25日 ( 土 ) 予定／ 12月 30日 ( 土 ) 予定
※毎月最終土曜日開催 （変更がある場合がありますので必ず事前確認をして下さい）
会場 ・ 吉祥寺マンダラ２　Open18:30　Start19:30
料金 ・ 前売 2800円＋ワンドリンクオーダー　当日 3000 円＋ワンドリンクオーダー
お問合せ　042-242-1579　マンダラ２

写真提供 ：有限会社ブルックス ・ コミュニケーションズ

なぎら健壱が下町をテーマに撮
り続けている写真の中から 100
点以上を掲載した初の写真集。
東京を語る粋なエッセイも収録。

CD アルバム
テイチクエンタテインメント
TECE-25595 
￥2,500 （税込） 発売中！

The Walker 読者のみなさんに抽選で、 なぎらさん
のサイン入り CD （1名） か著書 （1名） プレゼント！

★ご希望の品 （お一人様一品限り）、送付先住所、氏名、電話番号、

下記アンケートに答えて、 件名 「なぎらさんプレゼント係」 と明記の

上、 アドレス （thewalker@k07.itscom.net） 宛てにお送り下さい。

【アンケート】　①性別　②年齢　③職業　④ The Walker を GET した

場所　⑤なぎらさんインタビューの感想　⑦なぎらさんへのメッセージ

⑧ The Walker の感想　⑨今後取り上げて欲しいアーティスト　

☆当選は発送をもって代えさせていただきます。

『万年床 / なぎらけんいち参上』（CD） 『日本フォーク私的大全』 （著書）

【なぎらさんに関するお問い合わせ先】
有限会社ブルックス ・ コミュニケーションズ　
電話　03-5722-5084　Fax　03-5722-5086　http://homepage.mac.com/brooks_c/

なぎら健壱デビュー 35執念 （2005年） 記念！

なぎら健壱新刊　11 月 22日発売！

裏技

オリジナル１曲に、 明治・大正・
昭和の作品の中から後世に残
したい珠玉の裏名曲 12 曲を厳
選し歌った最新歌謡アルバム。

東京のこっちがわ

エッセイ写真集
岳陽舎
（ISBN4-907737-71-8 C0072）
￥1,995円 （税込）　発売中！

ぼくらは下町探検隊
なぎら健壱　（筑摩書房）
（ISBN4-480-03800-0 C0195 ￥819）
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歌い屋たち
なぎら健壱　（文藝春秋）
（ISBN4-16-323090-4 C0093 ￥1,785）
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なぎら健壱の下町風情の残る
風景を収めた写真集第二弾！

写真集
岳陽舎
（ISBN4-907737-84-X C0072）
￥1,995円（税込）　11/22発売！

町のうしろ姿　
都電沿線 2006年夏


